
　

ま
ず
も
っ
て
、
先
般
の
大
阪
府
北
部
地

震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
ま
た
台
風

20
号
、
21
号
、
24
号
に
よ
っ
て
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
、被
災
さ
れ
た
方
々
に
、

心
よ
り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
7
月
で
私
は
議
員
活
動
20
年
を
迎

え
ま
し
た
。
31
歳
で
初
当
選
し
て
以
来
、

４
期
連
続
当
選
の
栄
に
浴
し
、
そ
の
間
、

様
々
な
要
職
に
も
就
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
常
日
頃
よ
り
ご
支
持
・
ご
支

援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
方
の
お
か
げ

で
す
。
改
め
ま
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
先
日
、
和
歌
山
市
、
田
辺
市
の

２
会
場
で
催
し
て
頂
き
ま
し
た
「
20
周
年

を
祝
う
会
」
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
ご

来
場
下
さ
り
、
数
々
の
激
励
の
言
葉
を
頂

戴
致
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
改
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
稿
を
起
こ
し
て
い
る
本

日
、
第
１
９
７
臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
は
前
国
会
に
続
い
て
「
参
議
院
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査
会
長
」
職
を

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

　

今
回
の
臨
時
国
会
で
は
、
前
述
の
自
然

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
補
正

予
算
、
来
年
10
月
予
定
の
消
費
増
税
に
対

す
る
手
立
て
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ

拡
大
に
向
け
た
入
管
法
の
改
正
、
ま
た
、

憲
法
審
査
会
に
お
け
る
与
野
党
間
の
憲
法

議
論
な
ど
が
焦
点
と
な
り
そ
う
で
す
。

後援会会報   No.32
〒640-8323
和歌山市太田3丁目7-12  ヤマイチ第一ビル1F
TEL:073-472-3311  FAX:073-472-3334
E-mail:info@tsuruho.com

鶴翔鶴翔
未来のために、現在を変える

い まあ す
2018 年　秋季号

プロフィール
鶴保庸介（つるほようすけ）
参議院議員（和歌山県選出、自由民主党）
昭和42年（1967）2月5日大阪府生まれ。東京大学法学部卒
○衆議院議員秘書を経て平成10年7月参議院選挙初当選、平
成14年国土交通大臣政務官（2期）、平成18年参議院厚生労働
委員長、平成22年参議院決算委員長、平成23年参議院議院運
営委員長、平成24年国土交通副大臣、平成26年参議院自民党
政審会長、平成28年内閣府特命担当大臣 ○参議院資源エネ
ルギーに関する調査会長、自由民主党政務調査会観光立国調
査会事務局長

お も な 内 容
《鶴保庸介国会活動20周年記念特集号》

●大局を、未来を見据えて政策推進！

●特集・内閣府特命担当大臣等への軌跡

●参院資源エ調査会長と明日の日本を語る

「
議
員
活
動
ù÷
年
」の
御
礼
と
決
意
を

参
議
院
議
һ

鶴
保
　
庸
介

ớ
̎
ϖ
ồ
δ
΁
ͭ
ͮ
͘
Ờ
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国
際
捕
鯨
委
に
参
加
し
て

　

さ
て
、
少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

自
民
党
総
裁
選
挙
が
熱
を
帯
び
て
い
る
さ

な
か
、
私
は
９
／
８
〜
17
の
日
程
で
Ｉ
Ｗ

Ｃ
（
国
際
捕
鯨
委
員
会
）
の
総
会
に
参
加

す
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
フ
ロ
リ
ア
ノ
ポ

リ
ス
と
い
う
街
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
空
港
に
到
着
早
々
、
日
本
の
代
表
団

だ
け
が
捕
鯨
反
対
派
の
デ
モ
隊
に
取
り
囲

ま
れ
、
現
地
警
察
の
警
備
の
も
と
で
ホ
テ

ル
に
向
か
う
と
い
う
騒
々
し
い
幕
開
け
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
は
、
①
生
息
数
が
回
復
し

て
い
る
鯨
種
に
限
っ
て
商
業
捕
鯨
を
再
開

す
る
こ
と
②
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
従
来

の「
４
分
の
３
以
上
」で
は
な
く「
過
半
数
」

の
賛
成
が
あ
れ
ば
決
定
で
き
る
よ
う
に
手

続
き
を
変
え
る
こ
と
、
の
２
点
を
日
本
か

ら
ま
と
め
て
提
案
す
る
方
針
で
臨
み
ま
し

た
。
①
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
本
来
の
目

的
は
鯨
類
の
持
続
的
な「
活
用
」と「
保
護
」

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

以
上
、
生
息
数
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
が

科
学
的
に
認
め
ら
れ
た
鯨
種
に
つ
い
て
は

捕
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が

我
々
の
主
張
で
す
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て

は
、
手
続
き
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

種
々
の
議
案
が
採
択
さ
れ
や
す
く
な
る
た

め
、
①
と
②
を
抱
き
合
わ
せ
で
提
案
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
捕
鯨
反
対
派
か
ら
も
賛

同
を
得
ら
れ
や
す
く
な
る
の
で
は
、
と
い

う
戦
略
で
し
た
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、
残
念
な
が
ら
日
本

の
提
案
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
く
ら
科
学
的
に
鯨
資
源
の
回
復
が
認
め

ら
れ
て
も
、
捕
鯨
は
す
べ
き
で
は
な
い
―

―
今
回
の
結
果
は
そ
う
言
っ
て
い
る
に
等

し
い
と
言
え
ま
す
。
Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
当
初
の
設

立
目
的
を
忘
れ
、
今
や
鯨
の
「
保
護
」
だ

け
を
目
的
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
反

捕
鯨
国
側
に
言
わ
せ
る
と
、
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
こ
そ
が
「
活
用
」
だ
と
い

う
驚
く
べ
き
理
論
で
す
。

　

ま
た
、
総
会
最
終
日
間
近
と
い
う
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
現
地
の
名
前
を
と
っ
た
「
フ

ロ
リ
ア
ノ
ポ
リ
ス
宣
言
」
な
る
提
案
が
反

捕
鯨
国
側
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。「
Ｉ
Ｗ

Ｃ
な
ら
び
に
捕
鯨
を
め
ぐ
る
世
界
の
考
え

方
は
大
き
く
変
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は
鯨
類

資
源
の
利
用
で
は
な
く
保
存
の
た
め
の
国

際
機
関
に
な
る
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
捕
鯨
国
側
は
、

そ
れ
な
ら
ば
Ｉ
Ｗ
Ｃ
条
約
そ
の
も
の
を
改

定
す
べ
き
だ
と
猛
反
発
。
そ
も
そ
も
、
決

し
て
少
な
く
な
い
数
の
国
々
が
反
対
意
見

を
出
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
世
界
の
捕
鯨

を
め
ぐ
る
考
え
方
は
変
わ
っ
た
、
と
断
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
全
く
理
解
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
提

案
も
過
半
数
を
取
ら
れ
、
結
果
的
に
採
択

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
に
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
設
立

の
趣
旨
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
、
そ
の
存
在

意
義
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
珍
し
く
（
？
）、
日
本
か
ら
大

胆
な
提
案
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
否
決

さ
れ
、
こ
れ
以
上
も
う
手
立
て
が
あ
り
ま

せ
ん
。
か
く
な
る
上
は
…
…
で
す
。
私
た

ち
は
こ
の
組
織
に
と
ど
ま
る
必
要
性
を
根

本
か
ら
考
え
直
す
べ
き
時
が
来
て
い
る
の

で
は
、と
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、

党
内
で
今
後
と
る
べ
き
方
策
を
議
論
し
て

お
り
ま
す
。
推
移
に
ご
注
目
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ớ
̍
ϖ
ồ
δ
͔
Β
ͭ
ͮ
͘
Ờ

ＩＷＣ総会。浜田靖一、江島潔両先生と

鶴
保
議
員
の活

動
日
誌

ࡾ
月

１
日

地
元
挨
拶
回
り

２
日

地
元
挨
拶
回
り

３
日

地
元
挨
拶
回
り

４
日

地
元
挨
拶
回
り

５
日

地
元
挨
拶
回
り

６
日

会
館
事
຿
ॴ
に
て
面
談･

レ
ク

７
日

住
宅
౔
地･

౎
市
政
策
調
査
会
中
ݹ
住
宅
市
場

׆
ੑ
化
委
員
会

８
日

会
館
事
຿
ॴ
に
て
面
談･

レ
ク

９
日

本
会
議

10
日

地
元
挨
拶
回
り

11
日

地
元
挨
拶
回
り･

お
չ
΍
Έ

12
日

会
館
事
຿
ॴ
に
て
面
談
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
議
連

13
日

χ
ハ
ッ
ト･

θ
イ
ベ
ク
チ
ト
ル
ί
経
ࡁ
大
ਉ
と

の
面
談

14
日

全
日
本
ෆ
ಈ
産
政
策
推
進
議
連
幹
部
会
議
、
会

館
に
て
面
談･

レ
ク

15
日

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

16
日

本
会
議

17
日

ل
ඒ
໺
町
懇
親
会

18
日

地
元
挨
拶
回
り

19
日

地
元
挨
拶
回
り

20
日

地
元
挨
拶
回
り

21
日

地
元
挨
拶
回
り

22
日

厚
労
委
員
会

23
日

外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
医
療
Ｐ
Ｔ
、
本
会

議
、
厚
労
委
員
会

24
日

地
元
挨
拶
回
り･

お
չ
΍
Έ

25
日

ࣗ
༝
ຽ
主
ౘ
第
85
回
定
ظ
ౘ
大
会

26
日

ۙ
ـ
ϒ
ϩ
ッ
ク
྆
Ӄ
議
員
会

27
日

歴
史
を
学
び
未
来
を
考
え
る
本
部
、
厚
労
委
員

会
、
日
本
遺
産
ೝ
定
ه
೦
シ
ン
ϙ
δ
΢
ム｢

࠷

ॳ
の
一
ణ｣

ل
भ
౬
ઙ

28
日

௒
ౘ
೿
資
源
Ϧ
α
イ
ク
ル
推
進
議
連
総
会
、
本

会
議

29
日

厚
労
委
員
会

30
日

観
光
立
国
調
査
会
、
本
会
議

31
日

地
元
挨
拶
回
り

࢛
݄

１
日

地
元
挨
拶
回
り

２
日

地
元
挨
拶
回
り



（3） 鶴　　翔

淀川水防・大阪府地域防災総合演習
（2013年５月）

銚子漁港で大型クラゲ被害を視察
（2006年２月）

いち早く始めた自動運転バス試験走行を視察
（2017年12月）

３
日

厚
労
委
員
会
、会
館
事
຿
ॴ
に
て
面
談･

レ
ク
、

ॴ
༗
者
ෆ
明
౔
地
౳
に
関
す
る
ಛ
໋
委
員
会

４
日

本
会
議
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
ཧ
事
懇
、

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

５
日

厚
労
委
員
会

６
日

外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
医
療
Ｐ
Ｔ
、
本
会

議
、鶴
保
༱
հ
܅
と
明
日
の
日
本
を
ޠ
る
会（
ス

イ
ス
ϗ
テ
ル
ೆ
海
大
ࡕ
）

７
日

沖
縄
市
長
選
応
援

８
日

沖
縄
市
長
選
応
援

９
日

沖
縄
市
長
選
応
援

10
日

厚
労
委
員
会
、
資
源･

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
調
査

会
、
会
館
事
຿
ॴ
に
て
面
談･

レ
ク

11
日

本
会
議
、
ί
ン
ϐ
ュ
ー
タ
会
ܭ
推
進
議
連
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

12
日

厚
労
委
員
会

13
日

外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
医
療
Ｐ
Ｔ
、
本
会

議
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク
、
ؖ
国
出
張（
ؖ
日

文
化･

産
業
ަ
流
協
会
に
て
講
ԋ
）

14
日

ؖ
国
出
張

15
日

地
元
挨
拶
回
り

16
日

地
元
挨
拶
回
り

17
日

厚
労
委
員
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク

18
日

本
会
議
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
査
会

19
日

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

20
日

水
産
拡
大
役
員
会
、
県
ࣾ
会
人
α
ッ
Χ
ー
連
ໍ

総
会

21
日

地
元
挨
拶
回
り

22
日

地
元
挨
拶
回
り

23
日

ࢤ
਩
会
パ
ー
テ
ィ
ー
ủ
ڧ
͘
͠
ͳ
΍
͔
に
ڞ
に

生
き
る
Ứ

24
日

ϩ
シ
ア
ษ
ڧ
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク

25
日

本
会
議
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク
、
水
産
ج
本

政
策
委
員
会

26
日

ϩ
シ
ア
出
張

27
日

ϩ
シ
ア
出
張（
日
本･

ϩ
シ
ア
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
）

28
日

ϩ
シ
ア
出
張

29
日

ϩ
シ
ア
出
張

30
日

ϩ
シ
ア
出
張

ޒ
月

１
日

ϩ
シ
ア
出
張

２
日

地
元
挨
拶
回
り

３
日

地
元
挨
拶
回
り

４
日

地
元
挨
拶
回
り

５
日

地
元
挨
拶
回
り

（2013年５月）

地元とともに
人びととともに
　　あゆんだ20年

鶴保庸介国会活動

20周年特集

和歌山県・県道那智勝浦古座川線ほか視察
（2009年４月）

参議院体験プログラム
（かつらぎ町立妙寺中学校３年生＝2012年５月）

（20年間の「国会報告」はｐ6～13に掲載）
中国海南航空の関空乗り入れ記念祝賀会

（2004年９月）
担当大臣として北方領土の元島民の方とパネル見学、懇談

（2017年２月）

第11回和歌山の観光を考える百人委員会総会
（2003年９月）
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鶴
保
庸
介
議
員
が
、
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
を
務
め
上
げ
た
後
、
就
任
し
た
参
議

院
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査
会
の

会
長
。

　

第
１
９
６
回
国
会
（
今
年
１
月
開
会
）

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
・
調
査
を
進
め
、

６
月
８
日
、
調
査
会
長
と
し
て
本
会
議
で

「
原
子
力
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
に
関
す

る
調
査
の
中
間
報
告
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
同
調
査
会
の
３
年
間
の

調
査
テ
ー
マ
で
あ
る
「
新
た
な
時
代
に
向

け
た
我
が
国
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
像
」
の

う
ち
の
２
年
目
の
「
我
が
国
の
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
」
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果

報
告
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
安
定
確
保

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の

参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
や
政
府
説
明
と

そ
れ
に
対
す
る
質
疑
、
議
論
な
ど
を
整
理

し
た
も
の
で
す
。

　

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
の

重
要
性
、
課
題
、
放
射
性
廃
棄
物
の
バ
ッ

ク
エ
ン
ド
対
策
、
ま
た
、
海
洋
資
源
で
は

海
底
熱
水
鉱
床
の
鉱
物
資
源
開
発
や
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
開
発
な
ど
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

中
間
報
告
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
調
査
、

議
論
を
進
め
る
と
鶴
保
会
長
は
強
調
し
ま

し
た
（
写
真
＝
後
方
、
伊
達
忠
一
議
長
）。

国
会
報
告

鶴
保
庸
介

参
議
院
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
調
査
会
長
　

大
局
を
、
未あ

来す

を

見
据
え
て
政
策
推
進
！

６
日	

地
元
挨
拶
回
り

７
日	

地
元
挨
拶
回
り

８
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

９
日	

本
会
議
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
査
会

10
日	

日
本
遺
産｢

鯨
と
と
も
に
生
き
る｣

鯨
食
文
化
展
、

	

海
上
保
安
庁｢

海
上
保
安
の
日｣

祝
賀
会

11
日	

本
会
議

12
日	

第
24
回
和
歌
浦
漁
港
朝
市｢

お
っ
と
っ
と
広
場｣

、

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
協
議
会
創
立
30
周
年
祝

賀
会

13
日	

和
歌
祭
、
県
連
大
会

14
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

15
日	

厚
労
委
員
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク

16
日	

本
会
議
、
歴
史
を
学
び
未
来
を
考
え
る
本
部
、

観
光
立
国
調
査
会

17
日	

厚
労
委
員
会

18
日	

本
会
議

19
日	

地
元
挨
拶
回
り

20
日	

地
元
挨
拶
回
り

21
日	

地
元
挨
拶
回
り

22
日	

厚
労
委
員
会

23
日	

本
会
議
、
物
流
倉
庫
振
興
推
進
議
連
、
外
国
人

観
光
客
に
対
す
る
医
療
Ｐ
Ｔ

24
日	

厚
労
委
員
会
、
全
国
治
水
砂
防
協
会
和
歌
山

県
支
部
主
催
昼
食
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク
、

日
本
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
懇
親
会

25
日	

本
会
議

26
日	

地
元
挨
拶
回
り

27
日	

地
元
挨
拶
回
り

28
日	

地
元
挨
拶
回
り

29
日	

厚
労
委
員
会

30
日	

新
潟
県
知
事
選
応
援

31
日	

Ｈ
31
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
和
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観
光
立
国
推
進
の
た
め
に

訪
日
客
の
医
療
費
問
題
等
の
取
組
も

　

鶴
保
庸
介
議
員
が
、
訪
日
外
国
人
観
光

客
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と

こ
ろ
で
す
。
現
在
も
、
自
民
党
観
光
立
国

調
査
会
の
事
務
局
長
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
年
間
４
０
０
０
万
人
以
上
を
目
指
し

て
の
課
題
の
検
討
、
政
策
の
推
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

訪
日
客
増
加
で
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
プ

ラ
ス
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ス

面
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
取
り

組
ん
で
こ
そ
諸
手
を
挙
げ
て
歓
迎
出
来
る

も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。
鶴
保
議
員
は
そ

の
よ
う
な
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
自
見
は
な
こ
先
生
が
主
導
し
て
３
月

に
発
足
し
た
自
民
党
「
外
国
人
観
光
客
に

対
す
る
医
療
Ｐ
Ｔ
」
に
加
わ
っ
て
の
活
動

で
す
。

　

旅
行
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
訪
日
客

の
滞
在
中
の
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
診
療
費

の
未
払
い
問
題
が
多
発
。
そ
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
Ｐ
Ｔ
で
、
５

月
23
日
、
座
長
の
萩
生
田
幹
事
長
代
行
ら

と
首
相
官
邸
で
菅
官
房
長
官
に
提
言
書
を

渡
し
ま
し
た
。（
写
真
）

　

提
言
は
、
外
国
人
客
が
入
国
後
も
加
入

で
き
る
民
間
旅
行
保
険
の
周
知
徹
底
、
医

療
通
訳
の
育
成
・
確
保
な
ど
の
対
策
と
と

も
に
、
日
本
で
医
療
費
の
未
払
い
を
繰
り

返
す
恐
れ
の
あ
る
外
国
人
の
入
国
を
拒
否

す
る
べ
き
と
の
方
策
も
盛
り
込
ん
だ
も
の

で
す
。

　

病
院
と
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、
ま

た
、
外
国
人
客
も
医
療
機
関
を
安
心
し
て

利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
増
加

す
る
訪
日
客
の
受
け
入
れ
に
は
必
須
で
す
。

与
党
議
員
交
流
で

ロ
シ
ア
外
交
後
押
し

　

日
ロ
外
交
の
進
捗
が
注
目
を
集
め
る

中
、
鶴
保
議
員
は
、
二
階
俊
博
自
民
党
幹

事
長
が
団
長
の
「
経
済
・
観
光
交
流
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
に
参
加
し
て
、
４
月
26
日
か
ら

ロ
シ
ア
を
訪
問
。
安
倍
政
権
の
対
ロ
外
交

を
後
押
し
す
る
与
党
議
員
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」

「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」で
、
モ
ス
ク

ワ
に
お
い
て
開
か
れ
た
「
日
本
・
ロ
シ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
す
る
形
で
政
・
官
・

財
か
ら
２
０
０
人
を
超
え
る
人
が
参
加
。

　

二
階
団
長
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
し
た

の
を
は
じ
め
、「
観
光
、
極
東
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
政
府

観
光
局
な
ど
に
よ
る
広
島
・
茨
城
・
和
歌

山
県
な
ど
に
関
す
る
観
光
セ
ミ
ナ
ー
、
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ワ
レ
ン
チ
ナ
・
マ
ト
ヴ
ィ
エ
ン
コ
連
邦
議
会
上
院

議
長
と
会
見
。
二
階
団
長
、
林
幹
雄
自
民
党
観
光

立
国
調
査
会
長
ら
と

歌
山
県
の
提
案･

要
望	

説
明
会
、
厚
労
委
員
会
、

宇
宙
総
合
戦
略
小
委
員
会

六
月	

１
日	

本
会
議
、
日
本･

ベ
ト
ナ
ム
友
好
議
連｢

チ
ャ
ン

･

ダ
イ･

ク
ア
ン	

ベ
ト
ナ
ム
国
家
主
席	

来
日
歓

迎
昼
食
会｣

２
日	

沖
縄
出
張

３
日	

沖
縄
出
張

４
日	

沖
縄
出
張（
日
本
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
協
会
に
て

講
話
）

５
日	

厚
労
委
員
会
、
全
国
住
宅
産
業
協
会
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー

６
日	

本
会
議
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
、
水
産
拡

大
役
員
会

７
日	

厚
労
委
員
会
、
第
30
回
捕
鯨
の
伝
統
と
食
文
化

を
守
る
会
、
県
選
出
国
会
議
員
と
Ｊ
Ａ
役
員
と

の
懇
談
会

８
日	

本
会
議

９
日	

地
元
挨
拶
回
り

10
日	

地
元
挨
拶
回
り

11
日	

地
元
挨
拶
回
り

12
日	

厚
労
委
員
会
、
大
日
本
猟
友
会
定
時
総
会

13
日	

本
会
議
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
普
及
を
応
援
す
る
議

連
世
話
人
会
、
梅
振
興
議
連
、
国
営
総
合
農
地

防
災
事
業
協
議
会	

幹
事
長
へ
の
要
望

14
日	

厚
労
委
員
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク
、
棚
田

支
援
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ

15
日	

本
会
議
、
健
康
立
国
推
進
議
連

16
日	

地
元
挨
拶
回
り

17
日	

那
智
勝
浦
町
国
政
報
告
会
、
中
曽
根
先
生･

鶴

保
先
生
を
囲
む
懇
親
会

18
日	

政
財
界
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
経
験
者
懇
親
会

19
日	

厚
労
委
員
会
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
普
及
を
応
援
す
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苦
杯
の
経
験
の
上
に 

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
に
も

　

当
時
࠷
年
গ
当
બ
を
果
た
し
た
鶴
保
議
員
で
す
が
、
国

政
΁
の
ॳ
௅
戦
は
２
年
લ
（
ฏ
成
８
年
）
の
ऺ
議
院
議
員

બ
挙
で
し
た
。
そ
の
時
は
ۤ
ഋ
を
な
め
ま
し
た
が
、
そ
の

ۤ
い
経
ݧ
の
上
に
ங
か
れ
た
ॳ
当
બ
と
そ
の
後
の
2�
年
の

政
࣏
活
動
、
と
も
い
え
ま
す
。

　

当
時
は
、長
͘
ଓ
い
た
��
年
ମ
੍
が
่
յ
し
た
後
の「
新

党
時
代
」
で
、
鶴
保
議
員
は
自
༝
党
ެ
認
で
出
അ
し
て
、

当
બ
し
ま
し
た
。
খ
ᔹ
内
閣
時
代
で
、
ཌ
年
自
自
ެ
３
党

࿈
立
政
権
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
༝
党
は
そ
の
後
෼
྾
し
、
鶴
保
議
員
は
、
保
क
党
、

保
क
新
党
を
経
て
ฏ
成
��
年
に
自
民
党
に
合
流
し
ま
す
。

当
時
は
খ
ઘ
内
閣
で
、
鶴
保
議
員
は
そ
の
લ
年
か
ら
国
౔

交
通
大
臣
政
務
官
に
ొ
用
さ
れ
、
国
౔
関
܎
や
๺
海
ಓ
開

発
、
ֶ
Ԃ
౎
ࢢ
の
推
進
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
手
࿹
が
ධ
Ձ
さ
れ
、
合
流
後
も
、
第
２
࣍
খ
ઘ
内

閣
で
再
ͼ
大
臣
政
務
官
に
任
命
さ
れ
、
ӡ
༌
交
通
関
܎
の

ࢪ
策
も
担
当
し
ま
し
た
。

ɹ

௽
อ
༱
հ
議
һ
͸
ࠓ
೥
、国
会
議
һ
ớ
ࢀ
議
院
議
һ
Ờ

ࡏ
৬
20
प
೥
Λ
ܴ
͑
·
͠
ͨ
。
ฏ
੒
10
೥
ớ
̍
̕
̕
̔

೥
Ờ
̓
݄
ͷ
ࢀ
議
院
બ
ڍ
ớ
࿨
Վ
ࢁ
ݝ
બ
ڍ
۠
Ờ
Ͱ
ॳ

౰
બ
。
౰
࣌
બ
ڍ
۠
Ͱ
͸
࠷
೥
গ
ͷ
31
ࡀ
Ͱ
͠
ͨ
。

ɹ

Ҏ
དྷ
、
連
ଓ
̐
ظ
౰
બ
。
͢
Ͱ
ʹ
ͦ
ͷ
̏
೥
໨
ʹ
ೖ

Γ
·
͠
ͨ
。

ɹ

͜
ͷ
ؒ
、
͝
ଘ
஌
ͷ
Α
͏
ʹ
಺
ֳ
෎
ಛ
໋
୲
౰
େ
ਉ

Λ
͸
͡
Ί
ଟ
͘
ͷ
ཁ
৬
ʹ
ब
͖
、
͞
·
͟
·
ͳ
੓
ࡦ
、

ॾ
՝
୊
ʹ
औ
Γ
૊
Έ
、
େ
͖
ͳ
੒
Ռ
Λ
͋
͛
ͯ
͖
·
͠

ͨ
。

ɹ

ຊ
߸
Ͱ
͸
、
ࠓ
ޙ
ͷ
͞
ら
ͳ
Δ
׆
༂
、
ඈ
༂
Λ
ظ
଴

͠
、
͜
ͷ
ؒ
ͷ
͋
Ώ
Έ
、
࣮
੷
Λ
、
ࣸ
ਅ
த
৺
ʹ
ৼ
Γ

ฦ
ỳ
ͯ
Έ
·
͢
。

ɹ

௽
อ
議
һ
ͷ
20
೥
ؒ
ͷ
ủ
国
会
ใ
ࠂ
Ứ
Ͱ
͢
。

௽
อ
༱
հ
ࢀ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ

Ổ
国
会
׆
ಈ
20
प
೥
ه
೦
ಛ
ू

࠷
೥
গ
౰
બ
͔
Β
಺
ֳ
෎
ಛ
໋
୲
౰
େ
ਉ
·
Ͱ

20
೥
ͷ
ي
੻
Λ
ͨ
Ͳ
る

平
成
10
年（
１
９
９
８
）〜

１
期
目

ɹ
ɹ
ɹ

る
議
連
設
立
総
会

20
日	

ৗ
೚
委
員
長
懇
談
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク
、

住
宅
生
産
ஂ
ମ
連
合
会
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

21
日	

捕
鯨
イ
ン
ナ
ー
会
議
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク

22
日	

地
元
挨
拶
回
り

23
日	

県
ࣾ
会
人
α
ッ
Χ
ー
連
ໍ
ア
ル
テ
Ϧ
ー
ϰ
Ỽ
ࢼ

合

24
日	

地
元
挨
拶
回
り

25
日	

地
元
挨
拶
回
り

26
日	

厚
労
委
員
会
、
日
本
建
ங
࢜
事
຿
ॴ
協
会
連
合

会
懇
親
会

27
日	

本
会
議
、
観
光
立
国
調
査
会

28
日	

厚
労
委
員
会

29
日	

本
会
議
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク

30
日	

地
元
挨
拶
回
り･

お
չ
΍
Έ

ࣣ
月	

１
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

２
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

３
日	

厚
労
委
員
会

４
日	

本
会
議
、
住
宅
対
策
ଅ
進
議
連

５
日	

厚
労
委
員
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク

６
日	

本
会
議

７
日	

地
元
挨
拶
回
り

８
日	

県
連
第
14
回
政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
、
Ҫ
ᖒ
໻
૜

ฌ
Ӵ
ษ
ڧ
会
、
౻
山
ক
ࡐ
܅
の
和
歌
山
県
議
会

議
長
ब
೚
を
祝
͏
会

９
日	

健
康
立
国
推
進
議
連
、
産
業･

資
源
॥
؀
議
連

懇
談
会

10
日	

厚
労
委
員
会
、
ௗ
्
議
連

11
日	

૊
ࠐ
̞
̾
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ἀ
ン
議
連
、
ࣗ
ຽ
ౘ

水
଒
館
を
応
援
す
る
議
連
、
ห
ཧ
࢜
੍
度
推
進

議
連

12
日	

厚
労
委
員
会
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
事
業
政
治
連

ໍ
懇
親
パ
ー
テ
ィ

13
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

14
日	

地
元
挨
拶
回
り

15
日	

地
元
挨
拶
回
り

16
日	

地
元
挨
拶
回
り

17
日	

地
元
挨
拶
回
り

18
日	

本
会
議

19
日	

本
会
議
、
日
本
ϑ
Ỹ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会
ަ
流
会

20
日	

会
館
に
て
面
談
、
厚
労
委
員
会

21
日	

会
館
に
て
面
談

22
日	

地
元
挨
拶
回
り･

お
չ
΍
Έ
、
ඌ
Ֆ
·
͞
ͻ
Ζ

ݸ
人
ԋ
説
会

23
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク



（�） 鶴　　翔

得意の自転車で選挙戦（1998年７月）

保守党時代の新春の集い（2001年１月）

国土交通大臣政務官に就任、祝賀会（2002年11月）

東海道新幹線・品川駅開業、出発式に（JR東海、2003年１月）

「第１回日ASEAN交通大臣会合」記者会見（ミャンマー、2001年10月）和歌山県の日高港供用式典で国交省を代表して挨拶（2004年４月）

24
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

25
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

26
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

27
日	

捕
鯨
議
連
イ
ン
ナ
ー
会
議

28
日	

地
元
挨
拶
回
り

29
日	

地
元
挨
拶
回
り

30
日	

国
ަ
ল
和
歌
山
県
人
会

31
日	

ࢤ
਩
会
Ն
ظ
ݚ
म
会（
ؖ
国
）

ീ
月	

１
日	

ࢤ
਩
会
Ն
ظ
ݚ
म
会（
ؖ
国
）

２
日	

ࢤ
਩
会
Ն
ظ
ݚ
म
会（
ؖ
国
）

３
日	

後
援
会
地
方
会
合

４
日	

地
元
挨
拶
回
り

５
日	

地
元
挨
拶
回
り

６
日	

地
元
挨
拶
回
り

７
日	

捕
鯨
ಛ
委･

捕
鯨
議
連
合
ಉ
会
議
、
会
館
に
て

面
談･

レ
ク

８
日	

地
元
挨
拶
回
り

９
日	

地
元
挨
拶
回
り

10
日	

地
元
挨
拶
回
り

11
日	

地
元
ॳ
ຍ
ࢀ
り

12
日	

地
元
ॳ
ຍ
ࢀ
り

13
日	

地
元
ॳ
ຍ
ࢀ
り

14
日	

地
元
ॳ
ຍ
ࢀ
り

15
日	

地
元
挨
拶
回
り

16
日	

地
元
挨
拶
回
り

17
日	

地
元
挨
拶
回
り

18
日	

ل
の
઒
市
ຽ
·
ͭ
り
લ
໷
祭

19
日	

ل
の
઒
市
ຽ
·
ͭ
り

20
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

21
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

22
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

23
日	

水
産
拡
大
役
員
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク

24
日	

ド
ϩ
ー
ン
議
連

25
日	

地
元
挨
拶
回
り

26
日	

後
援
会
地
方
会
合

27
日	

後
援
会
地
方
会
合

28
日	

後
援
会
地
方
会
合

29
日

地
元
挨
拶
回
り

30
日	

地
元
挨
拶
回
り

31
日	

地
元
挨
拶
回
り

۝
月	

１
日	

地
元
挨
拶
回
り

２
日	

地
元
挨
拶
回
り･

お
չ
΍
Έ

３
日	

沖
縄
選
ڍ
応
援



第 32 号 　秋季号　 （�）

平
成
16
年（
２
０
０
４
）〜

２
期
目

厚
生
労
働
委
員
長
と
し
て 

指
導
力
を
発
揮

　

再
બ
を
果
た
し
た
鶴
保
議
員
は
、
ฏ
成
��
年
に
自
民
党

水
࢈
෦
会
長
に
就
任
。
水
࢈
ۀ
の
再
生
に
向
け
て
行
動
力

を
発
ش
し
て
課
題
に
取
り
組
Έ
、
参
議
院
で
は
༧
ࢉ
ҕ
員

会
理
事
な
ど
を
務
め
た
後
、
ฏ
成
��
年
に
ް
生
࿑
ಇ
ҕ
員

会
の
ҕ
員
長
に
就
任
。
年
金
、
医
療
や
ޏ
用
、
ࣾ
会
෱
ࢱ

な
ど
の
重
要
課
題
に
取
り
組
Έ
、
さ
ら
に
ࣾ
会
保
険
ி
վ

ֵ
（
ղ
ମ
）
関
࿈
๏
Ҋ
や
年
金
時
ޮ
の
ఫ
廃
特
ྫ
๏
Ҋ
な

ど
で
は
、
ฆ
ڄ
す
る
ҕ
員
会
を
ྫྷ
੩
な
議
事
進
行
で
取
り

࢓
੾
り
、
ແ
事
、
可
ܾ
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ฏ
成
2�
年
１
月
の
本
会
議
で
は
、
当
時
の
෱
田

߁
෉
૯
理
の
ࢪ
政
方
਑
演
説
に
対
す
る
代
ද
質
問
も
行
い

ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
৔
面
で
、
そ
の
ଘ
在
ײ
を
内
外
に
強
͘
ア

ϐ
ー
ル
し
た
時
ظ
で
し
た
。

再選を期して出陣式（2004年６月）

本会議で与党を代表して予算案に賛成討論（2006年３月）

４
日	

沖
縄
選
ڍ
応
援

５
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

６
日	

ௗ
्
ඃ
֐
対
策
ಛ
委･

ௗ
्
議
連･

δ
Ϗ
エ
議
連

合
ಉ
会
議
、
ࣗ
ಈ
ӡ
స
タ
ク
シ
ー
ࢼ
৐

７
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

８
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
国
ࡍ
捕
鯨
委
員
会
総
会
）

９
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

10
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

11
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

12
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

13
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

14
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

15
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

16
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

17
日	

ϒ
ラ
δ
ル
出
張（
̞
̬
̘
総
会
）

18
日	

沖
縄
選
ڍ
応
援

19
日	

沖
縄
選
ڍ
応
援

20
日	

ࣗ
ຽ
ౘ
総
ࡋ
選

21
日	

地
元
挨
拶
回
り

22
日	

関
ۭ
議
連
、
国
会
׆
ಈ
20
周
年
を
祝
͏
会

23
日	

地
元
挨
拶
回
り

24
日	

地
元
挨
拶
回
り

25
日	

ઙ
ඌ
ܚ
一
࿠
先
生	

後
援
会
設
立
総
会

26
日	

会
館
に
て
面
談･

レ
ク

27
日	

外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
医
療
Ｐ
Ｔ	

、
観
光

立
国
調
査
会
、
会
館
に
て
面
談･

レ
ク

28
日	

地
元
挨
拶
回
り

29
日	

੫
ཧ
࢜
に
Α
る
鶴
保
༱
հ
後
援
会
定
ظ
大
会

30
日	

地
元
挨
拶
回
り



（�） 鶴　　翔

参議院ODA調査団団長としてアジア諸国を視察。
ダムによる移住者の声を（スマトラ＝右端、2006年８月）

「日中中堅幹部交流（二階先生提唱）」で訪中（2008年７月）

日本車椅子ハンドボール競技大会開会式
（和歌山県立体育館2008年11月）

厚生労働委員長として野党議員が詰め寄る中、冷静に
社保庁改革関連法案などを採決（2007年６月）



第 32 号 　秋季号　 （��）

平
成
22
年（
２
０
１
０
）〜

３
期
目

国
土
交
通
副
大
臣
や 

観
光
立
国
推
進
で
手
腕
発
揮

　

લ
年
、
自
民
党
が
政
権
を
ୣ
わ
れ
て
い
た
時
の

બ
挙
で
し
た
が
、શ
国
Ұ
の
ス
ϐ
ー
ド
で
「
当
確
」

が
出
る
ѹ
উ
で
ࡾ
બ
（
自
民
党
উ
利
、
与
党
ա
൒

਺
割
れ
）。

　

同
年
��
月
、
参
議
院
ܾ
ࢉ
ҕ
員
会
の
ҕ
員
長
に

就
任
。
ཌ
年
３
月
��
日
の
ҕ
員
会
の
質
疑
中
（
Ｔ

̫
放
ө
中
）、
東
日
本
大
਒
ࡂ
に
ऻ
わ
れ
、
国
会

も
大
き
͘
༳
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
ҕ
員
長
の

ྫྷ
੩
な
対
Ԡ
は
ߴ
͘
ධ
Ձ
さ
れ
ま
し
た
。政
府（
菅

内
閣
）の
࿛
ഘ
Ϳ
り
と
は
対
র
త
で
し
た
。
ཌ
年
、

議
院
ӡ
Ӧ
ҕ
員
長
。

　

そ
し
て
ฏ
成
2�
年
�2
月
に
自
民
党
が
政
権
を
ୣ

ؐ
し
て
第
２
࣍
安
倍
内
閣
が
஀
生
す
る
と
、
国
౔

交
通
෭
大
臣
に
ൈ
డ
さ
れ
ま
し
た
。
党
政
調
会
で

は
観
光
立
国
調
査
会
に
お
い
て
、
今
日
に
つ
な
が

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
֦
大
な
ど
観
光
立
国
の
推
進

に
౒
め
ま
し
た
。

　

ฏ
成
26
年
に
は
党
の
参
議
院
政
策
৹
議
会
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

東日本大震災被災地の宮城県女川町、名取市を地元の愛知治郎参院議員らと視察（2011年４月）

ASEAN議員会議の総会に出席（カンボジア・プノンペン、2011年９月）

地元・和歌山で京奈和自動車道紀北東道路開通記念サイクリングイベント（2012年４月）



（��） 鶴　　翔

国交副大臣として宮城・福島視察（仙台湾南部海岸、2013年２月）IWC対策の議員外交を（カメルーン・ベナン、2014年２月）

観光立国・訪日2000万人に向けた新年交流会
（東京プリンスホテル　2015年１月）

観光立国推進閣僚会議でWT座長として取りまとめ案を説明
（官邸大会議室、2013年６月）



第 32 号 　秋季号　 （�2）

平
成
28
年（
２
０
１
６
）〜

４
期
目

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
就
任 

沖
縄
・
北
方
、
Ｉ
Ｔ
政
策
等
を

　

多
͘
の
Έ
な
さ
ん
に
ࢧ
え
ら
れ
て
࢛
બ
を
࣮
現

す
る
と
、
そ
の
ཌ
月
（
８
月
）、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
ԭ
ೄ
ٴ
ͼ
๺
方
対
策
、
ク
ー
ル
δ
Ỿ
ύ

ン
戦
略
、
知
త
財
࢈
戦
略
、
Պ
ֶ
ٕ
ज़
政
策
、
Ӊ

஦
政
策
、
情
報
通
৴
ٕ
ज़
（
̞
Ｔ
）
政
策
）
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
ه
೦
す
べ
き
ॳ
入
閣
で
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
෼
໺
を
担
当
す
る
大
臣
と
し
て
１

年
、
ま
さ
に
東
ຉ
੢
૸
の
日
ʑ
を
ૹ
り
、
そ
れ
ͧ

れ
の
課
題
に
取
り
組
Έ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
参
議
院
で
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
調
査
会
の
会
長
、
党
で
は
観
光
立
国
調

査
会
の
事
務
局
長
に
໭
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
諸
課
題
を
さ
ら
に
લ
進
さ
せ
る
取
り
組
Έ

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

初入閣。第３次安倍第２次改造内閣（後ろから２列目の中央、2017年８月）

大臣就任直後、沖縄を訪問して当時の翁長知事と意見交換。
その後も沖縄には何度も足を運ぶ（同年８月）



（�3） 鶴　　翔

悩んだぶんだけ、愛しい肌へ。

［販売元］株式会社 I -ne 大阪市中央区南船場3-12-22　［お問い合わせ先］ 0120-333-476http://seilanjabara.com/［ホームページ］

ドイツのヴァンカ連邦教育研究大臣と会談、自動走行システム開発推進の
協力に向けて共同声明に署名（2018年１月）

資源エネルギーに関する調査会（2018年２月）

チャン・ダイ・クアン ベトナム国家主席歓迎昼食会（2018年６月） 内閣府特命担当大臣として記者会見（2017年２月）



第 32 号 　秋季号　 （�4）寄 稿

こ
の
た
び
鶴
保
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
国
会
議
員
在
職
20
周
年
の
節
目
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
ご
支
援

頂
い
て
い
る
皆
様
方
に
関
西
後
援
会
を
代

表
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
保
議
員
は
、
平
成
10
年
７
月
の
第
18

回
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
当
時
最
年
少

と
な
る
31
歳
で
初
当
選
し
、
以
来
連
続
４

期
当
選
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
８
月
に
は
、
第
３
次
安
倍

内
閣
に
お
い
て
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
戦
略
、
知
的
財
産
戦
略
、
科
学
技
術
政

策
、
宇
宙
政
策
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

政
策
）
に
就
任
さ
れ
、
沖
縄
振
興
策
や
今

後
の
日
本
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
観
光
政
策
、
運
輸
業
界
の

諸
課
題
に
取
り
組
み
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
人
柄
は
飾
ら
ず
明
朗
闊
達
、

人
懐
っ
こ
い
笑
顔
、
話
し
出
し
た
ら
止
ま

ら
な
い
快
活
さ
は
先
生
の
大
き
な
魅
力
の

ひ
と
つ
で
す
。
縁
あ
っ
て
関
西
後
援
会
の

会
長
を
お
引
き
受
け
致
し
ま
し
た
が
、
私

も
時
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
、
接
す
れ
ば
接

す
る
ほ
ど
、
先
生
の
人
間
力
に
惹
き
つ
け

ら
れ
、
魅
了
さ
れ
て
い
る
一
人
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
20
年
は
、
日
本
の

政
治
・
経
済
に
と
っ
て
ま
さ
に
激
動
の
時

代
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
20
年
は
、
安
全
保
障
、
少
子
高
齢
化
問

題
に
加
え
、
世
界
の
中
の
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
が
世
界
の
主

張
に
耳
を
傾
け
る
一
方
で
同
時
に
日
本
の

あ
る
べ
き
姿
を
主
張
し
て
い
く
た
め
に
は
、

鶴
保
庸
介
参
議
院
議
員
が
議
員
活
動
20

周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
後
援
会
連
合

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
鶴
保
庸
介
後
援
会
活
動
に
物
心

両
面
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
、
ま
ず
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
、
本
年
、
彼
の

国
会
活
動
も
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
去
る
９
月
22

日
に
は
大
阪
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党
衆

議
院
議
員
二
階
俊
博
幹
事
長
は
じ
め
多
く

の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
日
頃
お
支
え
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
後
援
会
の
皆
様
方
の

多
数
の
ご
出
席
の
も
と
「
鶴
保
庸
介
君
国

会
議
員
活
動
20
周
年
を
祝
う
会
」
を
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、

併
せ
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
10
年
７
月
、
第
18
回
参
議
院
議
員

選
挙
に
お
き
ま
し
て
当
時
選
挙
区
史
上
最

年
少
に
て
初
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
一
見
順
調
に
見
え
る
彼
の
道
の

り
に
も
人
に
語
る
こ
と
の
な
い
無
名
時
代

の
苦
労
の
末
の
初
当
選
で
あ
り
、
以
来
、

早
い
も
の
で
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。

平
成
14
年
10
月
に
は
、
小
泉
純
一
郎
内

閣
時
に
初
め
て
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
に

就
任
す
る
こ
と
が
で
き
、
続
い
て
参
議
院

厚
生
労
働
委
員
長
、
参
議
院
決
算
委
員
長
、

参
議
院
議
院
運
営
委
員
長
、
国
土
交
通
副

大
臣
、
参
議
院
自
民
党
政
策
審
議
会
長
等

の
要
職
を
歴
任
し
、
こ
の
間
、
こ
れ
ら
の

経
験
を
生
か
し
て
鳥
獣
被
害
対
策
法
案
の

成
立
、
ま
た
高
速
道
路
の
延
伸
を
含
む
和

歌
山
の
経
済
浮
上
の
た
め
の
施
策
、
さ
ら

に
は
観
光
立
国
を
目
指
し
、
ビ
ザ
発
給

の
簡
素
化
・
緩
和
に
取
り
組
み
、
当
時

不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
外
国
人
観
光
客

２
０
０
０
万
人
を
遥
か
に
超
え
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
達
成
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。

現
在
、
関
西
地
方
に
溢
れ
る
外
国
人
観

光
客
に
よ
る
経
済
効
果
が
、
地
元
和
歌
山

に
も
及
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
の
、
第
24
回
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
お

か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、
彼
に
と
り
ま
し
て

初
め
て
30
万
を
超
え
る
得
票
数
を
い
た
だ

き
、
四
た
び
国
政
の
場
に
送
り
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
同
８
月
に
は
、
第
三
次
安
倍
第

二
次
改
造
内
閣
に
お
き
ま
し
て
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
と
し
て
初
入
閣
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
活
動
3
期
18
年
の
経
験
を

生
か
し
、
そ
の
任
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
、
現
在
は
参
議
院
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
調
査
会
会
長
と
し
て
、
さ
ら
に
、

特
命
担
当
大
臣
時
代
に
取
り
組
み
ま
し
た

政
策
の
充
実
と
実
現
の
た
め
に
精
力
的
に

活
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
51
歳
、
こ
の
節
目
の
20
年
は
彼
に

と
り
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
議
員
活
動
の
折

り
返
し
地
点
に
差
し
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。ま

だ
ま
だ
国
政
の
場
で
活
躍
で
き
る
時

間
は
十
分
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
和
歌
山
の
将
来
、
さ
ら
に
日

本
の
将
来
を
託
す
こ
と
の
で
き
る
政
治
家

と
し
て
お
育
て
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
会
議
員
活
動
20
年
を
迎
え
て 

鶴
保
庸
介
後
援
会
連
合
会 

会
長
　
中
西
　
孝
紀

国
会
議
員
在
職
20
年
を
祝
し
て 

鶴
保
庸
介
関
西
後
援
会 

会
長
／
鴻
池
運
輸
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
兼
社
長
執
行
役
員
）　
鴻
池
　
忠
彦
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鶴
保
先
生
が
１
９
９
８
年
に
当
時
最
年

少
で
、
参
議
院
議
員
に
な
ら
れ
て
か
ら
、

20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
後
援
会
の
皆
様
に

は
日
頃
よ
り
鶴
保
先
生
に
多
大
な
る
ご
支

援
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
保
先
生
と
は
違
う
大
学
で
し
た
が
、

大
学
時
代
か
ら
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
幼
少

期
に
国
際
政
治
学
者
の
若
泉
敬
先
生
か
ら

薫
陶
を
受
け
、
当
時
す
で
に
日
本
の
政
治

や
経
済
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
真
剣
に
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
同
世
代
な

が
ら
そ
の
姿
を
尊
敬
し
、
刺
激
を
う
け
ま

し
た
。

私
は
み
ず
ほ
銀
行
に
お
い
て
約
６
年
半

の
シ
カ
ゴ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
勤
務
を
経
て
、

祖
父
が
創
業
し
た
家
業
（
シ
ー
リ
ー
ベ
ッ

ド
製
造
）
を
継
ぐ
た
め
２
０
０
４
年
に
銀

行
を
退
職
し
ま
し
た
。

転
職
し
た
ば
か
り
の
不
安
な
そ
の
時
期

に
、
鶴
保
先
生
と
再
会
し
ま
し
た
。
先
生

か
ら「
一
緒
に
成
長
し
て
い
こ
う
」と
激
励

を
受
け
た
こ
と
で
奮
起
し
、
入
社
後
１
年

で
社
長
に
な
り
、
グ
ル
ー
プ
の
再
編
や
資

本
構
成
の
見
直
し
を
行
い
、
創
業
以
来
の

変
革
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
、
当
社
と
30
年
以
上
契

約
し
て
い
た
米
国
マ
ッ
ト
レ
ス
ブ
ラ
ン
ド

の
シ
ー
リ
ー
が
競
合
先
の
テ
ン
ピ
ュ
ー
ル

に
買
収
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
米
国
か
ら

の
要
請
で
当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
半
を
売

却
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
鶴
保
先
生
か
ら
外
資
系
企
業
の

著
名
経
営
者
を
ご
紹
介
頂
き
、
お
二
人
か

ら
大
所
高
所
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
、
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
現
在
は
４
年
前
に
売
却
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
買
い
戻
し
、
再
度
復
活
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
最
中
で
す
。
こ
れ
も
鶴
保
先
生

の
励
ま
し
と
「
遠
図
」
の
精
神
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

先
生
の
後
援
会
の
皆
さ
ま
へ
の
繊
細
な

配
慮
や
政
治
へ
の
純
粋
な
思
い
に
感
動
を

覚
え
、
先
生
の「
遠
図
」の
た
め
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
引

き
続
き
鶴
保
先
生
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
鶴
翔
会
の

更
な
る
発
展
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

鶴
保
先
生
は
、
沖
縄
が
大
好
き
で
、
沖

縄
の
事
を
よ
り
理
解
し
よ
う
と
努
力
な
さ

っ
て
い
る
先
生
で
あ
り
、
沖
縄
に
と
っ
て

何
が
必
要
か
、
ま
た
日
本
に
と
っ
て
世
界

に
と
っ
て
何
が
必
要
か
を
既
成
概
念
や
風

評
、
あ
る
い
は
利
害
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
基

本
に
立
ち
戻
っ
て
議
論
が
出
来
る
数
少
な

い
先
生
で
す
。 

少
々
率
直
に
表
現
し
す
ぎ
て
話
題
と
な

る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
論
理
性
を
追
求

す
る
と
こ
ろ
や
そ
の
為
に
出
来
る
だ
け
多

く
の
地
域
を
ま
わ
り
、
多
く
の
人
び
と
の

意
見
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
先

生
で
す
。

さ
て
、
先
生
と
議
論
を
重
ね
て
い
く
中

で
、
沖
縄
に
後
援
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
御
話
が
あ
り
、
利
権
渦
巻
く
沖
縄
で

後
援
会
を
作
る
事
に
関
し
て
、
各
界
の

方
々
か
ら
誤
解
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
な

ど
と
注
意
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

先
生
の
様
に
真
剣
に
客
観
的
か
つ
斬
新
に

物
事
に
取
り
組
む
方
に
是
非
沖
縄
を
よ
り

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
末
永
く
今
後
沖
縄

び
い
き
の
中
央
の
政
治
家
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
多
数
の
方
々
の
意
見
を

と
り
ま
と
め
て
、
出
来
る
だ
け
幅
広
い

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
後
援
会
を

２
年
前
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。 

多
種
多
様
の
考
え
方
の
方
々
が
混
在
し

て
い
る
沖
縄
で
す
が
、
当
会
は
「
政
治
的

信
条
や
経
済
的
つ
な
が
り
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
沖
縄
の
地
理
的
な
ら
び
に
文
化

･

歴
史
的
特
徴
を
踏
ま
え
た
包
括
的
な
振

興 

を
目
指
す
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、

よ
り
多
く
の
方
の
賛
同
を
得
て
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
組
織
と
し
て
、
先
生
を
中
心

と
し
て
育
て
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

先
生
に
は
更
に
高
み
を
目
指
し
て
、
こ

の
国
の
指
導
的
立
場
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
し
、
沖
縄
を
含
む
各
地
方
を
大
切
に
し
、

こ
の
国
を
世
界
に
冠
た
る
国
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

鶴
保
議
員
の
よ
う
に
「
で
き
な
い
理
屈
は

不
要
」「
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
発
想
」

し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
つ
い
て
具

体
策
を
持
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

我
々
関
西
後
援
会
と
致
し
ま
し
て
は
、

鶴
保
先
生
が
日
本
の
発
展
の
た
め
に
よ
り

一
層
の
活
躍
で
き
る
よ
う
に
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

後
援
会
も
「
遠
図
」
の
精
神
で 

鶴
保
庸
介
東
京
後
援
会 

会
長
／
株
式
会
社
シ
ー
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
代
表
取
締
役
社
長
）　
西
村
　
秀
之

鶴
保
先
生
と
沖
縄 

鶴
保
庸
介
沖
縄
後
援
会 

会
長
　
高
良
　
健
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「
参
議
院
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

調
査
会
長�

鶴
保
庸
介
܅
と
明
日
の
日
本

を
ޠ
る
会
」
が
４
月
６
日
、
大
ࡕ
・
೉
೾

の
ス
イ
ス
ϗ
テ
ル
ೆ
海
大
ࡕ
で
開
か
れ
ま

し
た
。

第
Ұ
෦
で
は
、
૑
ۀ
ऀ
が
主
人
ެ
の
̣

̝
̠
の
ே
ド
ラ
「
わ
ろ
て
ん
か
」
が
３
月

຤
ま
で
放
ө
さ
れ
て
い
た
٢
本
ڵ
ۀ
の
大

⃻
洋
ࣾ
長
に
よ
る
「
関
੢
ݩ
気
で
わ
ろ
て

ん
か
ʂ
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ࣾ
は
、
大
ࡕ
、
東
ژ
だ
け
で
な
͘
、

શ
国
֤
஍
や
ア
δ
ア
諸
国
に
も
進
出
し
、

お
স
い
か
ら
ܳ
ज़
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
෼
໺
に
ま
で
ྖ
Ҭ
を
広
げ
て
い
ま
す
。

鶴
保
議
員
が
担
当
大
臣
と
し
て
足
ൟ
͘

通
っ
た
ԭ
ೄ
で
も
、
ੈ
ք
に
向
け
た
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
૑
出
ڌ
఺
ͮ
͘
り
と
し

て
࢝
め
た
「
ԭ
ೄ
国
ࡍ
ө
ը
ࡇ
」
が
��
周

年
を
迎
え
、
今
年
、
さ
ら
に
エ
ン
タ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
ઐ
໳
ߍ
（
ԭ
ೄ
ラ
フ
ˍ
ϐ
ー
ス

ઐ
໳
ֶ
ߍ
）
を
開
ߍ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

関
੢
か
ら
શ
国
、
さ
ら
に
ੈ
ք
に
向
け
た

戦
略
を
力
強
͘
ޠ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
෦
࠙
਌
会
で
は
、
鶴
保
議
員
が
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
と
し
て
の
و
重
な

経
ݧ
、
࣮
੷
を
活
か
し
つ
つ
「
Έ
な
さ
ん

と
Ұ
ॹ
に
޾
せ
を
࣮
ײ
で
き
る
国
ͮ
͘
り

を
め
ざ
し
、
ॳ
心
を
๨
れ
ず
、
和
歌
山
、

関
੢
の
た
め
に
、
さ
ら
に
ਫ਼
力
త
に
ᬏ
進

し
ま
す
」
と
今
後
の
活
動
に
向
け
た
ܾ
意

を
ޠ
り
、
大
き
な
ഥ
手
を
ཋ
ͼ
て
い
ま
し

た
。主

࠵
ऀ
の
関
੢
後
ԉ
会
（
鶴
ᠳ
会
）
の

ߵ
஑
஧
඙
会
長
は
２
０
０
０
人
を
ӽ
え
る

来
ෂ
、
ࢧ
࣋
ऀ
の
Έ
な
さ
ん
に
ޚ
ྱ
を
ड़

べ
、さ
ら
な
る
͝
ࢧ
ԉ
を
、と
ૌ
え
ま
し
た
。

஍
ํ
͔
Β
ỏ
ݩ
ؾ
ͱ
໌
る
͞
Λ
શ
ࠃ
に
ʂ

ॳ
৺
๨
Ε
ͣ
ỏ
ܦ
ݧ
Λ
׆
͔
͠
ͯ
ᬏ
ਐ
す
る
ͱ

「
参
議
院
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査
会
長 

鶴
保
庸
介
君
と
明
日
の
日
本
を
語
る
会
」
大
阪
で

ඌ
⃻
ଠ
࿠
࿨
Վ
ࢁ
ݝ
議
会
議
長
ͷ
Ի
಄
Ͱ
ס
ഋớ
ӈ
Ờ

Ϋ
ồ
ϧ
δ
Ỿ
ύ
ン
୲
౰
େ
ਉ
ͷ
࣌
、
ւ
֎
ઓ
ུ
Ͱ

ҙ
ؾ
౤
߹
͠
ͨ
と
͍
͏
େ
⃻
ࣾ
長
ͷ
ߨ
ԋ
。
Ԡ
ԉ

ʹ
͔
͚
ͭ
͚
ͨ
੢
઒
͖
Α
͠
ݩ
ࢀ
議
院
議
һ
、
ࢢ

長
会
Λ
୅
ද
͠
ͯ
ਆ
ग़
੓
າ
ւ
ೆ
ࢢ
長ớ

ࠨ
上
͔
ら
Ờ




